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時
空
間
統
合
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

の
構
築
を
目
指
し
て

雲
南
県
誌
か
ら
生
態
史
を
読
む

久
保
正
敏

く
ぼ

・
ま
さ
と
し
1

国
立
民
族
学
博
物
館

・
文
化
資
源
研
究

セ
ン
タ
ー

・

教
授
。
研
究

テ
ー

マ
に
、
民
俗
情
報
学
、
メ
デ

ィ
ア
文
化
論
。
主
要
業

績
に
、

『
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

・
ド
リ
ー

ミ
ン
グ

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

・
ア
ボ
リ
ジ

ニ
世

界

へ
の
旅
』
、
明
石
轡
店
、

一
九

九
五
年

、
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時

代
の
起
点

イ
メ
ー
ジ
か
ら
み
る
メ
デ
ィ
ア
』
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九

九
六
年

。

環
境

・
政
治

・
経
済

・
社
会

・
文
化
が
か
ら
み
あ

っ
た
複
雑
な
系
で

あ
る
文
化
事
象
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
関
関
係
を
解
明
す
る
う
え
で
、

時
空
間
情
報
を
統
合
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
構
築
と
そ
の
表
示

・
解
析

ツ
ー
ル
の
整
備
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
と
と
も
に
、
生
態
史

解
明
へ
の
応
用
事
例
の

一
つ
と
し
て
、
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
歴
史
文

書
で
あ
る

「雲
南
省
県
誌
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
試
み
を
紹
介
す
る
。

文
化
資
源
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

文
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
解
明
を
目
指
し
て

人
間
文
化
の
多
様
な
豊
か
さ
を
研
究
す
る
に
は
、
様
々
な
方
法
が
あ
る
。

国
立
民
族
学
博
物
館
の
文
化
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
化
に
関
わ
る
資

源
を
幅
広
く
捉
え
、
可
視
な
モ
ノ
資
料
や
可
視
化
が
容
易
な
文
字

・
数
値

・

図
像

・
画
像

・
映
像
な
ど
の
資
料
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
二
次
、
三
次

資
料
、
さ
ら
に
は
、
知
識

・
技
術
な
ど
の
身
体
化
さ
れ
た
情
報
、
組
織
や
観

念
な
ど
の
制
度
化
さ
れ
た
情
報
も
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
を
狙

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら

は
、
総

体
と

し

て
文
化

事
象

の
記
録

で
あ
り

、
そ

の
蓄
積

は
人

間
文

化

の
理

解

に
役
立

つ
。

も

っ
と
も
、
文

化
事

象

は
、
環

境

・
政
治

・
経

済

・

社

会

・
文

化

が
か
ら

み
あ

っ
た
複
雑
な
系

で
あ

り
、

そ

の
理
解

は
、
様

々
な

視

点
や

立
場

の
研
究
者

た
ち

に
よ

る
仮

説
設
定

や
発

見
、

そ
れ

ら

に
基

づ
く

総

合
的

な
議
論

の
積

み
重
ね

の
中
か
ら

生
ま

れ

て
く

る
も

の

で
あ

ろ
う

。

そ

の
た

め
に
は
、

様

々
な

分
野

の
研
究

者

そ
れ
ぞ

れ

が
持

っ
て

い
る
、
あ

る

い

は
ア
ク

セ

ス
で
き

る
研
究

資
源

を
共
有

し
、

そ
れ
ら

を
分
析

し

た
結
果

を

さ

ら

に
共
有

し

つ
つ
、
互

い
の
刺
激

と
議
論

が
新

た
な

知
見

の
形
成

す

る
仕
組

み
の
構
築

が
望

ま
れ

る
。

し

か
し
な

が
ら
、
従

来
、
社
会
学

・
政
治

学

・
地
理
学
な

ど
の
分
野

で
行
わ

れ

て

い
る
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

マ
ク

ロ
な
解
析

と
、
文
化
人
類
学

の
よ
う

に
、

現
地

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
個

々
人

に
迫
り
、
そ

こ
か
ら
文

化

の
諸
相

を
描

き
出
そ

う
と

す
る
ミ
ク

ロ
な
解
析
と

は
、
必
ず
し
も
相
補
的

に
行
わ
れ

て
き
た
訳

で
は

な

い
。
文
化
事

象
は
、
ミ
ク

ロ
か
ら

マ
ク

ロ
に
至

る
様

々
な

レ
ベ
ル
の
事
象

が

相
互

に
関

係
し
合
う
ダ
イ
ナ

ミ
ズ

ム
の
中

で
こ
そ
、

理
解

で
き

る
も

の

で
あ

ろ
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う
。
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
べ
ー
ス
と
な
る
の
が
時
空
間
情
報
で
あ
り
、
す
べ

て
の
文
化
資
源
は
時
空
間
情
報
を
伴
う
事
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。

自
然
科
学
分
野
で
も
、
気
象
な
ど
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

・
デ
ー
タ
、
地
層
の

解
析
か
ら
推
定
さ
れ
る
地
震
、
洪
水
、
津
波
の
災
害
記
録
、
な
ど
、
様
々
な
時

空
間
情
報
を
伴
っ
た
事
象
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
数
値
を
記
録
文
書
な
ど
非
数

値
情
報
と
突
き
合
わ
せ
れ
ば
、
生
態
学
的
分
析
や
地
域
史
と
気
候
変
動
史
と
の

相
関
関
係
な
ど
、
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
数
値
の
意
味
を
明
ら
か
に
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
人
文
社
会
科
学
的
な
文
化
資
源
情
報
と
自
然
科
学
的
な
数

値
情
報
の
両
者
を
、
時
空
間
情
報
を
ベ
ー
ス
と
す
る
事
象
と
し
て
捉
え
て
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
化
し
、
そ
の
解
析
ツ
ー
ル
を
整
備
す
れ
ば
、
事
象
間
の
関
係
性

を
発
見
し
、
地
域
や
領
域
の
動
的
な
関
係
を
総
合
的
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ニ

の
社
会

・
文
化
を
見
て
も
、

一
九
世
紀
後
半
か
ら
対
ア
ボ
リ
ジ
ニ
保
護
隔
離

政
策
が
適
用
さ
れ
始
め
た
要
因
の
一
つ
に
は
、
雨
量
減
少
に
よ
り
水
場
が
減

少
し
た
結
果
、
白
人
入
植
者
と
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
接
触
と
衝
突
の
機
会
が
増
え

た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
同
時
期
の
英
国
で
の
人
道
主
義
や
、
当
時
脚
光
を
浴

び
て
い
た
生
物
進
化
論
が
、
保
護
隔
離
政
策
の
一
環
と
し
て
二
〇
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
の
混
血
児
引
き
離
し
政
策
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
個
々

の
事
象
が
相
互
に
関
係
し
合
う
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
個
別
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

調
査
だ
け
で
は
捉
え
難
く
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
諸
要
素
の
系
を
通
時
的

・
共

時
的
に
分
析
し
て
総
合
し
、要
素
間
の
因
果
関
係
な
ど
、自
明
で
は
な
い
種
々

の
相
関
関
係
を
発
見
し
な
い
限
り
、
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

ま
た
筆
者
は
、
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所

(地
球
研
)
で
進
め
ら
れ
て
き

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
研

究

「
ア
ジ

ア

・
熱
帯

モ
ン

ス
ー

ン
地

域

に
お
け

る
地
域

生
態
史

の
統
合

的
研

究

"

一
九

四
五
-

二
〇

〇
五

(代

表

…
秋
道
智

彌
、

略

称

"
生
態

史
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
)
」

に
参
加

し
、
生
態
史

と

い
う
観
点

か
ら
研
究

資
源

の
活

用
を
模
索

し

て
き

た
。
生
態

史
と

は
、
人

と
環
境

と

の
相

関
関

係

の
系

を
歴
史

的

・
総

合

的

に
捉

え

る
立
場

で
あ
り
、

や

は
り

こ
こ

で
も
、

複

雑

な
系

の
ダ

イ

ナ
ミ
ズ

ム
解

明
が
ポ

イ

ン
ト
と
な

る
。

こ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

で
は
、生

態
史

に
関

わ

る
歴
史
文

書

の

一
例

と
し

て
、
中
国

で
公
刊
さ
れ

た

「雲

南

県
誌
」

の

一
部

を
和
訳

し
、
文
書

の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化

を
試

み
て

い
る
。

い
ず

れ

の
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
お

い
て
も

、
文
化

事
象
間

の
相
互

関
係

を
理
解

す

る
う

え

で
、
時
空

間
情

報
を
統

合
し

た

ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
形
成

の
必

要
性

が
明
ら

か
に
な

っ
て
き
た
。

こ
の
考

え
方

は
、
地

域

の
情

報
を

総
体

と

し

て
扱

う
地
域

情
報

学

に
お

い

て
も
、

ま

っ
た
く
同

じ
よ
う

に
適
用

で
き

る

と
考

え
る
。

言

い
換

え

れ
ば
、
時

空
間

統
合

ア
ー
カ
イ

ブ
ズ

を
、
文

化

か
ら

読

む
か
、
地

域
か

ら
読

む
か
、

と

い
う

観
点

や
活
用

方
向

の
違

い
こ
そ

あ
れ

、

そ
の
根
底

に
あ

る
ダ

イ

ナ

ミ
ズ

ム
の
解

明
と

総
体
的

な
理
解

と

い
う
目

的

は

共
通

す

る
か
ら

で
あ

る
。

雲
南
県
誌
デ

ー
タ

ベ
ー
ス
構
築
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

モ

ン
ス
ー

ン

・
ア
ジ

ア

の
生
態

史
を
解

明
す

る
と

い
う

生
態

史
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

は
、

二
〇

〇
三
年

-

二
〇
〇

七
年

の
五

年
間

、
生
態
学

・
医
学

・
農
学

・

歴

史
学

・
文
化

人
類

学

・
情

報
学

な
ど
多

様
な

分
野

の
研

究
者

一
〇

〇
名

余

り
が
参

加
し

て
進

め
ら

れ
た
研
究

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

で
、

主

に
メ

コ
ン
河
流

域

の
、
中

国
雲

南
省
、

ラ

オ

ス
、

タ
イ
、

カ

ン
ボ

ジ

ア
な

ど

の
地
域

に
注
目

し

時空 間統合 アーカイブズの構築 を目指 して153



て
現
地

調
査
、

文
献
資

料
や

統
計
デ

ー
タ

の
収
集
、

分
析

な
ど

が
行

わ
れ
た
。

そ

の
過
程

で
、

文
書

の
充
実

し

て
い
る
中
国

と
、

そ
う
し

た
文
書

記
録

や
文

献

の
乏

し

い
ラ
オ

ス
や

タ
イ

の
情
報

を
突
き
合

わ
せ

る

こ
と

の
難

し
さ
も

明

ら

か
に

な
り
、

語
ら

れ
た

歴
史

、
オ

ー
ラ

ル

・
ヒ
ス
ト
リ

ー
を

ど

の
よ
う

に

扱
う

か

の
問

題
も
提

起

さ
れ

て
き
た
。
結

論

を
急

ぐ

な
ら
ば

、
歴
史

文
書

で

あ

っ
て
も
、

そ

の
客

観
性

や
正
確

さ

に
は
疑
義

の
あ

る
場
合

が
多

い
し
、
特

に
公
的

な
文

書

で
あ
る

ほ
ど
、
様

々
な
政

治
的

バ
イ

ア

ス
の
含

ま

れ
る
可

能

性

が
あ

り
、
他

方
、

オ

ー
ラ

ル

・
ヒ

ス
ト

リ
ー

は
正
確

さ
に
問
題

の
あ

る
も

の
が
多

い
も

の

の
、

そ

こ
に
含
ま

れ

る
誤

謬
や
偏
向

は
む

し

ろ
そ

の
地

域
住

民

の
歴
史

観

や
民
俗
知

を
反

映
し

て
お
り
、

そ

こ
か
ら

そ

の
地
域

の
文

化

を

あ

ぶ
り

だ
す
契
機

と

な
る
貴

重
な
記
録

と
言

え

る
場
合
が
多

い
。

こ
の
よ
う

中国の行政単位 数 県誌作

成計画

2000年 までに

出版された県誌

省(Province) 34 2490 1583

市/地 級(Prefecture) 333

944

604

県(County) 2861 2447 2100

表1中 国の行政単位と県誌作成計画

に
考

え

る

な

ら
、
歴

史

文

書

や

オ

ー

ラ

ル

・
ヒ

ス
ト

リ

ー
も

押

し
並

べ

て
扱

い
、

そ
れ

ら

を

突

き
合

わ

せ

比

較

対

照

す

る
な

か

か

ら
、
隠

さ
れ

た
、

あ

る

い
は

こ
れ

ま

で
気

付

か

れ
な

か

っ
た
関

係

性

が
明

ら

か

に

な

る
か

も
知

れ

な

い
。

こ
う

し
た

前

提

の
も

と
、

モ

ノ
資

料

と
情

報

に
着

目

す

る
我

々

「
モ
ノ

と
情
報

班

」

グ

ル
ー
プ

は
、

ま
ず

雲
南

県

誌

の
収

集

と
和

訳

、

そ

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築

を
進

め

る

こ
と

と

し
た
。

こ

れ

ら

の
和

訳

と
校

訂

は
、

生

態
史

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の

メ

ン
バ

ー

で
あ

る

兼

重

努

(
滋

賀

医

科

大

学

)
、

長

谷

千

代
子

(地
球

研
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

研
究

員

・
当

時
)

の
努
力

に
よ

っ
て
進

め
ら

れ

て
き
た
も

の
で
あ

る
。

表

1
に
示
す

よ
う

に
、
中
国

で

は
、

一
九

八
〇
年

代
前
半

か
ら
各

行
政

レ

ベ
ル

の
公
的

地
誌

を
編
纂

・
出
版

す

る
と

い
う

国
家

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が
進

め

ら

れ
、

一
冊

あ
た
り

数
百

ペ
ー
ジ

の
県
誌

が
出

版
さ

れ

て
き

た
。
各

県
誌

の

冒
頭

に
は

「
大
事
記

」
と

い
う

部
分

が
あ

り
、
各

県

で
起
き

た
重
要

な
事
象

が
時
間

順

に
ま
と

め
ら
れ

て

い
る
。

雲
南

省

で
は

一
六

市
、

一
二
八
県

の
県

誌
が
出

版
さ

れ

て
い
る
が
、
生

態
史

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

で
は

こ
の
県
誌

の
ほ
ぼ

す

べ
て
を
購

入
し
地
球
研

に
置

い
た

。
日
本

国
内

で
こ
れ
ほ

ど
充

実

し
た
県

誌

の

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
は
他

に
な

い
。

我

々
グ

ル
ー
プ

は
、

他
分
野

の
研
究

者

に
よ

る
積

極
的
な

利
用

を
考
え

て
、

ま
ず
大

事
記

部
分

の
和
訳
作

業
を

二
年

間

に
わ
た

っ
て
進

め
、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス

の
形

に
ま

と
め

た
。
そ

の
際
、
様

々

な
表

記

で
記
述

さ
れ

て

い
る
大
事

記

を
個

々
の
記
述

に
分
解

し
、

そ
れ
ぞ

れ

が
、

開
始
年

月
日
、

終
了
年

月

日

で
規
定

さ

れ
る
時

間
幅

を
持

っ
た
事
象

と

見
な

し

て
表

記

の
正
規

化

を
試

み
た
。

そ

の

一
部
分

を
表

2
に
示

す
。
た

だ

し
、

必
ず

し
も
月

・
日
ま

で

の
詳
細

が
記

載

さ
れ

て

い
な

い
事

象
も
扱

え

る

よ
う

な
工
夫

を
施
し

て

い
る
。

雲
南
省
に
お
け
る
事
象
間
相
関
関
係
の
仮
説

県
誌
や
他
の
資
料
な
ど
の
調
査
を
通
じ
て
、
我
々
は
、
生
態
史
に
関
わ
る

い
く
つ
か
の
事
象
間
に
相
関
関
係
が
存
在
す
る
と
想
定
で
き
る
に
至

っ
た
。

そ
の
一
例
は
、
食
糧
増
産
に
伴
う
農
地
開
発
と
ダ
ム
開
発
が
引
き
金
と
な
っ

て
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し
、
国
家
レ
ベ
ル
で
傾
斜
地
を
農
地
か
ら
森
林
に
戻

す

「退
耕
還
林
政
策
」
の
導
入
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
こ
れ
が
各
地
域
で
は

耕
作
作
物
の
変
化
を
引
き
起
こ
し
、
こ
れ
が
別
の
新
た
な
環
境
変
化
を
も
た
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県名 年(年付
加情報)

月(月付
加情報)

日(日付
加情報)

テキス トデータ 開始

年月日

終了
年月日

表示
年月日

剣川県 1912 99 99
"重九"の 蜂起のあ と

、ll月 初旬、大理

の官、地 方豪族、軍、民が一っになって

反抗 し、"遙西自治機関部"を 成立 し、趙

藩出が総理 に推薦 される。

1912/01

/01

1912/
12/31

1912年

剣川県 1912 12 99 剣川籍の昆明の学生、趙姦象ら十数人が
故郷に戻 り、"辛亥革命"を宣伝し、県役
所へ突入して刑具が燃やされ、無睾の数
十人の住民が解放される。

1912/

12/01

1912/
12/31

1912年

12月

剣川県 1913 99 99 剣川州が剣川県に改称する。 1913/
Ol/Ol

1913/
12/31

1913年

剣川県 1913 4 99 県蚕桑伝習所が設立され、湖桑 【??】 、
ユーカ リなどの種が県境 に植えられ る。

1913/
04/01

1913/
04/30

1913年

4月

剣川県 1913 5 99 県城に郵政代辮所が作られる。 1913/
05/01

1913/
05/31

1913年

5月

剣川県 1918 3 15

(昼)

県内の金華、沙渓などで強風が吹き、樹

木や家屋が倒れ、砂埃が天を覆 う。

1918/
03/15

1918/
03/15

1918年

3月15日 昼

剣川県 1918

(冬)

99 99 傷寒病 【チフス】が大流行 し、多数の死者

が出る。

1918/
12/01

1919/

02/28

1918年

冬

剣川県 1919 12 99 剣川ペー族青年の張伯簡が、広州か らフ

ランスへ苦学での留学へ行 く。 フランス

滞在期間中、張伯簡は積極 的に共産主義

組織の活動 に参加す る。1922年 に"旅

欧中国少年共産党"が 成立 し、張伯簡 は

組織委員に選出 される。

1919/

12/01

1919/
12/31

1919年

12月

表2県 誌大事記の和訳文書の正規化表現

ら
す
、

と

い
う
連

鎖
関

係

の
存

在

で
あ

る
。

こ
う

し
た
連
鎖

関
係

は
、

図

1

に
示

す
よ
う

に
、
世
界

レ
ベ
ル
、
国

家

・
地
域

レ
ベ
ル
、
個

々

の
ロ
ー
カ

ル

・

レ
ベ
ル
、
と

い
っ
た

異
な

る

レ
ベ

ル
間

の
相

関
関
係

と
し

て
考
え

る
と
、
個

別

の
様

相
を
全

体
状

況

の
中

で
理
解

し

や
す
く

な

る
。

も
う

一
つ
の
例

は
、

国
家

レ
ベ

ル

で
の
ケ

シ
栽

培
禁
止

政
策

が
周
辺
地

域

を
含

め

て
ど

の
よ
う

な
生

業
や

環
境
変

化

を
も

た
ら
し

た
か
を
考

え

る
事

例

で
あ

る
。

か

つ
て
は

ア

ヘ
ン
に
よ

る
収
益

が
財

源
と

し
て
重
視

さ
れ

て

い
た

時

代
も

あ

っ
た
中

国

で
は
、

一
九

四
九
年

の
中
華

人

民
共
和
国

建
国
と

と
も

に
近
代

化
政

策

の

一
環
と

し

て
ケ

シ
栽
培

禁

令

が
た
び

た
び

発
布

さ

れ
た
。

図
2

に
示
す

よ
う

に
、

禁
令

の
地
方

へ
の
浸
透

と

と
も

に
、
栽

培
地
域

が
周

辺
地
域

に
移
動

し

て

い
き
、

他
方

、
雲
南

省

で
は
小
麦

や
ゴ

ム
な

ど
別

の
換

金
作
物

へ
の
転

換

が
奨

励

さ
れ
、

そ
れ

が
新

た
な
環

境
負
荷

や
生
活

ス
タ

イ

ル
の
変

化
を

も
た

ら
し

て

い
っ
た

の
で
は
な

い
か

、
と

い
う

仮
説

が
成
り

立

ち
得

る
。

こ
う

し
た
仮

説
を
検

証
す

る

に
は
、
多

く

の
歴

史
記
録

、

オ
ー
ラ

ル

・
ヒ

ス
ト
リ

ー
も
含

め
た
非
公

的
な

記
録

、
そ

し

て
自

然
環
境

関
係

の
観
測

デ
ー

タ
な
ど
、

人
文
社

会
科
学

系

の
情

報

と
自
然

科
学

系

の
情

報

の
両

者

を
同
じ

土
俵

に
置

い
て
、
様

々
な

研
究

分
野

の
視
点

か

ら
知
見

を
持
ち

寄
り
、
議

論

す

る
場

が
望
ま

し

い
。
先

述

し
た

よ
う
な
時

空
間

情
報

を
統
合

し
た

ア
ー
カ

イ
ブ
ズ

を
形
成

す
る
必
要

性

が
、

こ

こ
に
あ

る
。

時
空
間
統
合
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
求
め
ら
れ
る
も
の

様
々
な
文
化
資
源
情
報
を
時
空
間
統
合
型
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
ま
と

時空間統合アーカイブズの構築 を目指 して
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図1中 国における食糧増産政策から始まる事象間相関関係の仮説

図2中 国におけるケシ栽培禁令から始まる事象間相関関係の仮説

め

て
い
く
う

え

で
、
キ
ー
と
な

る
考

え

方

を
筆

者

な
り

に
以

下

の
数

点

に
整

理
し

て
み
よ
う

。
こ
こ

で
強
調
し

て
お

き
た

い
の
は
、
以
下

に
述

べ

る
考
え
方

は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

の
検
索

や
解
析
結

果

の
表

示
手

法

の
た

め
だ
け

で
な
く
、

解

析

や
発

見

の

ツ
ー

ル
と

し

て
も

有

効

で
あ
る
と
考
え

る
点

で
あ

る
。

(
1
)
時
空
間
軸

と

テ
ー

マ
軸

の
導
入

文
化
資
源

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

に
、
時

空

間
情
報

に
加
え

て
、
環
境
破
壊
、
農

業
、

自
然
災
害

、
な
ど
、
そ

の
事
象

を
説

明

あ

る
い
は
関
係

す
る
複
数

の
テ
ー

マ

・

キ
ー

ワ
ー
ド

を
付

加
す
れ
ぼ
、
生
態
史

に
限
ら
な

い
様

々
な
テ
ー

マ
に
基
づ
く

検
索

や
解
析

も
容

易

に
な

る
だ

ろ
う
。

言

い
換
え
れ
ば
、
文
化
資

源

ア
ー
カ
イ

ブ
ズ

に
含
ま
れ

る
各
事
象

と
そ
れ
ら

の

相
関
関

係

は
、

図

3
に
示

す
よ
う

に
、

時
間
軸

、
空
間
軸
、

テ
ー

マ
軸

か
ら
成

る
三
次

元
空
間
上

で
表
現

で
き
、
時

間

軸

・
テ
ー

マ
軸
に
沿

っ
て
そ
れ
ら

を
射

影
す
れ
ば

、
年

表

の
よ
う
な
表
現

が
得
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図3空 間・時間 ・テーマの3軸 による3次 元空間上での事象 と事象間の相関関係

ら

れ
、
空

間
軸

・
テ
ー

マ
軸

に
沿

っ
て
射
影
す
れ
ば
地

理
情
報

シ
ス
テ
ム

(
G

I
S
)

の
よ
う
な
表
現

が
得

ら
れ
る

こ
と

に
な

る
。

こ
れ
ら
両
表

現
を
駆
使

す

れ

ば
、
事

象
問

の
相
関

関
係

の
発
見

や
理
解

が
容
易

に
な

る

で
あ

ろ
う

。

(
2
)
ミ
ク

ロ
ー

マ
ク

ロ
往

還

i

ズ

ー

ム
イ

ン
・
ア
ウ

ト
機

能

の
実

現

様

々
な
視

点
か

ら
総
合

的

に
情

報
を
把

握

・
分
析

で
き
る
文

化
資

源

ア
ー

カ
イ
ブ
ズ

に

は
、
そ

れ
に
不
案

内

な
他
分

野

の
研

究
者

に
と

っ
て
も

ア
ク

セ

ス
し
や

す

い
仕
組

み
が

必
要

で
、

例
え
ぼ

、

マ
ク

ロ
な
検
索

用
語

や

時
間

・

空

間
範

囲
か

ら

ア
ー

カ
イ
ブ
ズ

に

ア
ク

セ

ス
し
、
そ

の
性

格

を
学
習

し

つ
つ

デ

ー
タ

を
発
掘

し

て

い
け

れ
ぼ
、

他

の
デ

ー
タ

と

の
突

き
合

わ
せ

に
よ
り

新

た

な
発

見
に

つ
な
が

る
。

そ

の
た

め

に
は
、
時

間
軸
、
空

間
軸

、

テ
ー

マ
軸

の
各

々
に

つ
い
て
、

ミ
ク

ロ
ー

マ
ク

ロ
の
様

々
な

レ
ペ

ル
を
往

還

し

つ

つ
検

索

や
表

示

の
で
き

る
こ
と

が
望

ま

し

い
。

具

体
的

に
は
、

図
4

に
示
す

よ
う

に
、
空

間
軸

に
お

い
て
は
、
地

図

の
ズ

ー
ム
イ

ン

・
ア
ウ
ト

に
連
動

し
た

様

々
な

レ
ベ

ル
の
地

名

で

の
表
示

や
検

索
、

時

間
軸

で
も
、

そ

の
伸

張

に
連
動

し
た
様

々
な

レ
ベ
ル

で
の
時

間
表

現
、

暦

法

の
相
違

を

吸
収

で
き

る
表

示
や

検
索

の
仕
組

み

で
あ

る
。

そ

の
た

め
に
は
、

地

名
辞
書

や
暦

の
変
換

辞
書

、

ま
た
、

テ
ー

マ
軸

に

つ
い
て
は
意
味

の

シ
ソ

ー
ラ

ス
や
オ

ン
ト

ロ
ジ
ー

の
整
備

が
必
要

と

な
る
。
意

味

の
オ

ン
ト

ロ
ジ
ー

整

備

は
難
し

い
作
業

だ
が

、
あ

る
研
究
者

が
作

成
し

た
オ

ン
ト

ロ
ジ
ー

を
他

分

野

の
研
究
者

も
共

有

・
追

加

で
き

る
仕

組

み
を
導

入
し
、

相
補

的

に
オ

ン

ト

ロ
ジ

ー
を
構
築

し

て

い
く

方
法

も
考
え

ら

れ
る
。

(
3
)
フ

ォ
ー
ラ
ム

型

の
ア
ー

カ

イ
ブ

ズ

整
備

オ

ン
ト

ロ
ジ

ー

の
構
築

だ

け

で
な

く
、
様

々
な
解

析

の
結

果
も

、
共

有

の

時空 間統合 アーカイブズの構築 を 目指 して157



ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
へ
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
が
望
ま
し
い
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の

よ
う
な
個
別
分
野
毎
に
縦
割
り
的
に
行
わ
れ
て
き
た
知
識
の
共
有
で
は
な
く
、

収
集
デ
ー
タ
や
解
析
の
結
果
得
ら
れ
た
仮
説
な
ど
を
共
通
の
土
台
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
し
、

こ
れ

に
基

づ

い
て

参
加

す

る
研
究

者
た
ち

に
よ

る

さ

ら
な

る
知
見

や
知
識

の
蓄
積

の

で
き

る
、

い
わ

ば

「
共
創

」

の
フ
ォ
ー

ラ
ム

で
あ
り

、

こ
れ

に
よ
り

、
人

文

社

会
科

学

系
、

自
然
科

学
系
を

問
わ
な

い
異

分

野
間

で
の
協
業

や
発
見

が
促

進

さ

れ
よ
う
。
さ

ら
に

は
、

こ
う

し

て
蓄

積
さ
れ

て

い
く

ア
ー
カ

イ
ブ
ズ

を
、
対
象

と
な

る
現

地

の
人

々
と
共
有

す
る

こ
と
も
視

野

に

入
れ

る

べ
き

で
あ

ろ
う

。

こ
れ

は
、
文
化
資

源
を
現
地

に

還
元

し
現

地

の
文
化

復
元
や
復

興

に
寄
与

す
る
意
義

が
あ

る
ほ

か
、
現
地

と

の
共
同
作

業

に
よ

っ
て
情
報

の
精
度

が
向

上
す

る

メ
リ

ッ
ト
な

ど
も
あ

る
。

(4
)事
象
間
の
相
関
関
係
の
記
述

事
象
問
に
隠
れ
た
相
関
関
係
の
発
見
が
文
化
資
源
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
形
成

の
目
的
の

一
つ
な
ら
ば
、
研
究
者
た
ち
が
仮
説
と
し
て
立
て
た
相
関
関
係

図4時 空間を統合 した文化資源アーカイブズにお ける ミク ローマク ロ往還

図5サ イク ロニクルのアイデ ア
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図6サ イ クロニ クル:マ スクによる抜き出 し、積み上 げと比較 の方法案

を

記
述

す

る
仕

組

み
を

も
、

ア
ー

カ
イ
ブ

ズ

の
枠

組

み

に
導

入

で
き

な

い

か

。
例
え

ぼ
、

シ
ソ
ー

ラ

ス
定
義

論

の
中

で
関
係

語

(
R

T
)
と

し

て
掲
げ

ら

れ

る
、

行
為

と
道

具
、
行

為
と

結
果
、

行
為

と
受
動
者

、
起

源
、

因
果

関

係

、
事
物

・
行

為

と
対
抗
者

、
な

ど

の
相

関
関
係

を
属
性

と

し

て
持

つ
リ

ン

ク

を
、
事

象

(群
)

の
間

に
設
定

し
保
存

す

る
仕

組

み

で
あ

る
。
他

の
研

究

者

が

こ
れ
を
参

照

で
き
れ
ぼ

、
仮

説

の
検

証
や
、

そ

れ
を
土

台
と

し
た
深

化

な

ど
、

フ
ォ
ー

ラ
ム
と
し

て

の
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ

の
可
能
性

が
広

が

る
。

同
様

な

ア
イ
デ

ア
は
、
例

え
ぼ
慶

応
義

塾
大
学

で
開
発

さ
れ

た

「歴

象
デ

ー

タ

モ

デ

ル
」

で
も
実

現

さ
れ

て
歴
史
研

究
や
教

育

へ
応

用

さ
れ

て
お
り

(慶
慮

義

塾

大
学

閃
O
閃
O
Z
O
ω
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
室

㌔
臣

δ

6

q。
団
O
国
2
。①
9
0
昌
国
o
艮
尋

0
男
Q
Z
O
ω
"
男
o
。・$
8
げ
8

空
。・押
O
o
自

票
巳
o讐
一8

㊤巳

ζ
凶
轟
oQ
oヨ
o
馨
ゆ
器
9

0
印

9

0
ロ
8

>
9
夢
o
営

σq
凄

亀

・
げ
言

　妻

ミ
●律

8

0
。。西
。。①
9
界
9

●㊤
。
な
＼)
、

文

化

の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
解
明
に
も
有
効
で
あ
ろ
う
。

(5
)
「サ
イ
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
の
ア
イ
デ
ア

乾
期
や
雨
期
を
持

つ
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
な
ど
に
お
け
る
事
象
に
は
季
節

性
を
反
映
し
た
も
の
が
多
く
、
周
期
性
の
観
点
か
ら
の
解
析
が
必
要
と
な
る

場
面
が
多
い
。
例
え
ぼ
、
農
事
暦
と
漁
携
暦
は
乾
期

・
雨
期
と
深
い
関
係
を

持
ち
、
そ
れ
ら
は
ま
た
関
係
す
る
儀
礼
や
年
中
行
事
と
も
深
く
関
わ
る
と
と

も
に
、
人
口
の
移
動
や
農
具

・
漁
具
の
使
い
方
や
収
穫
物
の
交
易
の
様
相
に

も
関
係
し
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
解
析
の
た
め
に
は
、
大
げ
さ
に
言
え

ば
、

一
方
向
に
進
む
こ
と
を
前
提
と
す
る
時
間
観
念
を
、
循
環
的
な
時
間
観

念
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
図
5
に
示
す
よ
う
に
、
年
表

を

「折
り
畳
み
」、
周
期
的
な
カ
レ
ン
ダ
ー
の
集
合
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
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図7HuTime表 現か らの相関 関係仮説設定 と検証

で
あ

る
。
筆

者

は

こ
の
よ
う

に
転
換

し
た

表
現

を
、
周

期
性

を
持

っ
た
年
表

と

い
う

意
味

で

「
サ

イ
ク

ロ

ニ
ク

ル

(
C
y
c
h
r
o
n
i
c
l
e
=
C
y
c
l
i
c
 
C
h
r
o
n
i
c
l
e

)
」

と
名
付

け

て

い
る

(久

保
正

敏

「時

空
間

統
合

ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
構

築

の
構
想

ー

ミ
ク

ロ
ー

マ
ク

ロ
往

還
、
C
y
c
h
r
o
n
i
c
l
e

」
『
共

同
研
究

文
化
情

報
資
源

の
共
有

化

シ

ス
テ
ム

に
関

す

る
研
究

研
究
成

果
報

告
書

・』
国
文
学
研

究
資

料
館

、

二
〇
〇

七

)
。

「
雨
季

の
姶

ま

り
」

「
…

…
祭

」
な

ど

の
キ

ー

ワ
ー
ド

を
、
周

期

の
開

始

や
終
了

時
点

の
指
標

と

し

て
扱
う

な

ど
し

て
、
周
期

の
契

…機
と
な

る
事
象

を

ア
ー

カ
イ
ブ
ズ

か
ら
抽
出

し
、

こ
れ

に
基
づ

き
年
表

を
折

り
畳

ん

で
、

「
漁
撈

暦
」

「
農
事
暦

」
な

ど
を
各

周
期

毎

に
積

み
上

げ

て
比
較

す

る
。

こ
れ

に
よ

っ
て
あ

る
地
域

で
の
長
期

の
変
化

、
あ

る

い
は
地
域

間

の

差
異
、

災
害

な
ど

の
突
発

的
事

件

の
影

響
な

ど
を
解

析

・
発
見

す
る

こ
と
が

で
き

る
か
も
知

れ
な

い
。

こ
れ

を
展
開

す
れ
ば

、
あ

る
条
件

で
ア
ー
カ

イ
ブ

ズ

を
検

索
す

る
中

か
ら
、

事
象
群

の
中

に
隠

さ
れ
た
気

象
変

動
な

ど
長
周

期

現
象

の
影
響

を
発
見

で
き

る
可
能

性
も

あ

る
。

こ
う

し
た
操

作

の
可
能
な

解

析

ツ
ー

ル
が
望

ま
れ

る
。

一
つ
の
方
法

と
し

て
は
、
図

6

に
示
す
よ
う

に
、
事

象
を

表
し

た
デ

ー
タ

・

レ
イ

ヤ
に
対

し

て
、

周
期

の
開
始

・
終

了
時
点

か
ら
作

り
出

し
た

一
種

の

マ

ス
ク

・
レ
イ

ヤ
を
重

ね
合

わ
せ

て
年
表

か
ら
抜

き
出

し

て
積

み
重

ね
、
そ

れ

を

一
覧

す

る
中

か
ら

、
様

々
な
変

動
や
傾
向

を
見

い
だ

す
表
示

シ
ス
テ

ム
が

あ
り
得

る
。

実
現

へ
向
け
て
の
取
組
み

時
空
間
情
報
に
着
目
し
た
検
索

・
表
示
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、
本
書

160ア ジ ア 遊 学No.113



の
執

筆
者

た
ち

の
多

く

が
関

わ
る
京
都

大
学

東
南

ア
ジ

ア
研
究

所

・
京
都

大

学

地
域
研

究
統
合

情
報

セ
ン
タ
ー

を
核
と

す

る
H
-

G
I

S
研
究
グ

ル
ー
プ

(柴

山

守
、

原
正

一
郎

、
関

野
樹

ほ
か
)

が
、

総
合

的

な

シ

ス
テ

ム
開
発

に

向

け

て

の
検
討

と
試
行

を
進

め

て
お
り
、

図
3

の
空
間

展
開
面

、

時
間
展

開

面

そ
れ
ぞ

れ

に
基
づ

く
、

二
種

類

の
情
報

解
析

ツ
ー

ル

の
中

で
実

現
を

図
り

つ
つ
あ

る

(本
書

の
原

正

一
郎

、
関

野
樹
論

文
な

ど
を
参

照

)
。

例

え
ば

、
先

に
図
2

で
示
し

た
仮
説

の
検
証

の
た

め

に
は
、
時

間
情
報

解

析

ツ
ー

ル
と
し

て
開
発

し

つ
つ
あ

る
H
u
T
i
m
eを
使

え
ば

、

図
7

の
よ
う

な

年
表
表

現
上

で
、
雲

南
省

県
誌
大

事
記

に
記

さ
れ

た
事
象

間

の
原
因

・
結
果

関
係

の
仮
説

と
し

て
表
現

で
き

る

で
あ

ろ
う

。
現
状

で
は
、

こ

の
仮

説

の
妥

当
性

を
詳
細

に
検
討

で
き
る

ほ
ど
十
分

な
情
報

や
デ

ー
タ

が
集

積

さ
れ

る
に

は
至

っ
て

い
な

い
も

の
の
、
自
然

科
学
系

の
観
測
デ

ー
タ

な
ど

も
統

合
し

て
、

仮
説

の
発
見

と
検
証

に
役

立

つ
こ
と
を
実

証

し

て
い
き
た

い
と
考

え

て

い
る
。

我

々
の

H
l

G

I
S
研
究
グ

ル
ー
プ

は
、
表
示

と
解
析

の
両

場
面

で
二
種

類

の
情
報
解

析

ツ
ー

ル
が
常

に
往
還

で
き

る
よ
う

な

ツ
ー

ル
群

の
開

発
を
狙

っ
て
い
る
。
ま

た
、
暦

年
変
換

表
、

地
名
辞

書
、

な
ど

、
時
間

・
空

間

の
ミ

ク

ロ
ー

マ
ク

ロ
往

還

を
支
援

す

る
オ

ン
ト

ロ
ジ

ー
整
備

も
進

め

て

い
る
。

こ

れ
ら

に

つ
い
て
は
、
本

書

の
、
相

田
満

(
国
文
学

研
究

資
料
館

)

や
桶
谷

猪

久
夫

(大

阪
国
際

大
学

)

の
論

文

に
述

べ
ら

れ

て

い
る
通

り

で
あ

る
。

こ
れ
ら
を
組

み
込
み
様
々
な
解
析
が
可
能
な

、
文

化
資
源

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

の

メ
タ
デ
ー
タ

の
構
造

に

つ
い
て
も
検

討
を
進

め
て

い
る
。

我

々
は
、
事
象

は
全

て
開

始
時

点

・
終
了
時
点

を
持

っ
た
も

の
と
し

て
扱
う
。

し
か
し
、
歴
史
文

書

な
ど

で
は
、
複
数

の
事
象

が

一
件

の
デ

ー
タ
と

し

て
記
述
さ

れ
て

い
る
例
が
多

く
、

こ
れ
を
個

々
の
事
象

に
分
割
し

て

い
く

の
か
、
ま
た
は
、
開
始
時
点

・
終

了
時
点

に

つ
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ

に
属
性

を
付

与
し

て
別

の
取
扱
が
可
能
な
形
式

に
整
形
す

る
の
か
、
な

ど

の
問
題

が
残

さ
れ

て
い
る
。
同
様

に
、
書
誌
的
な
情

報
や

モ
ノ
資
料
情
報

を
見

て
も
、
出
版
年

月
、
再

版
年
月
、
製
作
年
月
と
使

用

年
月
、
製
作
地

と
使

用
地

、
な
ど
、
意
味

の
異
な
る
複
数

の
時
空
間
値

が
附
属

し

て
お
り
、

そ
れ

ら
を
表

現

で
き

る
デ

ー
タ
構

造

の
検
討

も
必

要

で
あ

る
。

ま

た
、
人
文

社
会
科

学
系

の
研
究

者

の
多

く

は
、
時
間
軸

を
縦
軸

と
す

る

一
般

的
な
年

表
表
現

に
慣

れ

て
お
り
、

自
然

科
学
系

の
時
系

列
デ

ー
タ

が
時

間

軸
を
横

軸
と

す
る
表

現
法

に
は

と
ま
ど

い
を
感

じ

る
こ
と
、
歴
史

文
書

な

ど

の
フ
ル
テ
キ

ス
ト

・
デ
ー

タ
に

つ
い
て
は
、
年
表

表
現

上

で
の

一
覧

性
を

求

め

て
い
る

こ
と
、
な

ど
、
今

後

の
調
整

が
必
要
な

部
分
も
多

い
。

以
上

の
様

々
な
課
題

を
解

決

し

つ
つ
、

こ
の
構

想
を

で
き

る
だ
け
実

現

で

き
る
よ
う

な

モ
デ

ル
構

造
を
提

示

し
、
比

較
的
容

易

に
扱

え

る

ツ
ー

ル
群
を

整

備

し

て
行

き

た

い
。

こ
う

し
た

ア

ー
カ
イ

ブ
ズ

は
、

人
文

社
会

科
学

系

、

自

然
科
学

系

を
含
む
多

分
野

の
研
究

者

に
と

っ
て
、
研
究

・
分

析

の
た
め

の

共
有
資

源
、
及

び
、
研

究
成

果

の
提
示

の
た

め

の
共
有

資
源

と
な
り
、

そ

れ

ら
を
土

台
と

し

て
、
文

理

の
枠
組

み

を
超

え

た
様

々
な
知
見

が
互
恵
的

に
得

ら
れ
、

さ
ら

に
は
現
地

と

の
共
同

の
た
め

の
資

源
と

な
る

こ
と
が
期
待

で
き

る
だ

ろ
う
。
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